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立教大学大学院人工知能科学研究科
におけるAI・データサイエンス教育



労働生産性：日本２０位

c) 鈴鹿医療科学大学・豊田氏

論文生産力：日本３１位

産も学も
国際競争力は低迷
（今後、超少子高齢化 )

産と学は強く
相関

鈴鹿医療科学大学・豊田氏



文部科学省



統合ノベーション戦略推進会議
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自動的に！

ひとの知的作業が重要





立教大学人工知能科学研究科
2020年4月開設 (１学年の定員６３名)



AI 科学研究科のミッション
「人工知能」と「データサイエンス (科学)」
によって、Society5.0実現に貢献する

基礎科学

人工知能
データサイエンス

社会

ビジネス
Society5.0

新しいエコシステム

年齢，性別，地域，言語などによる格差がなくなり

，だれもが (1) 快適で (2) 活力に満ちた (3) 質の高い

生活を送ることができる超スマートな社会（第５期

科学技術基本計画）





常に最新のAI・データサイエンス技術を教育
→ 当面はディープラーニング（深層学習）を中心
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ディープラーニングは、巨大なデータを学習することで、

データを高度に抽象化して、表現することができる。

ディープラーニング（深層学習）
脳の神経細胞の特性に類似した数理モデ
ルであるニューラルネットワークを多層
化することで高度な表現能力を持つ機械
学習手法



研究科から飛び立つ人材像

AI プランナー

基礎的なAI関連の知識があり，
現在のAI技術の持つ可能性と限

界を把握しながら，業務での活
用法を企画できる人材。AI の倫
理について深い知識を持つ。

AI エンジニア

AI技術を適切に実装でき、実デ

ータに対する機械学習の適用が
できる人材。AI開発のためのソ

フトウェア開発の技能を持つ。
AI の倫理について深い知識を持
つ。

AI サイエンティスト

先端的なAI 技術開発を主導できる

人材。機械学習の数理モデルを深
く理解し，高度な情報科学や統計
学の知識を持つ。AI の倫理、哲学
についても深い知識を持つ。

（設置を構想する博士後期課程と
合わせて５年間で養成する）



先端的な
深層学習
モデル

・敵対的事例 adversarial example
深層学習の推論を狂わせてしまう攻撃アルゴリズムと、防御の研究

・医療機械学習医学的な診断の機械化

・推論結果が解釈可能な深層学習

Why?

テナガザル 99.9%

攻撃アルゴリズムに
よる局所的な修正

医者の診断 深層学習

緑が腫瘍部位

犬 47.0%

基礎

応用

深層学習とその数理、
医療・神経科学への応用（瀧）





ゲーム AI ・人工知能の哲学 (三宅)



画像処理とIoTによるUX (松下)

日経新聞（2019年4月)

商品棚の画像認識の例



AI ELSI (Ethical, Legal, and Social Implication) 

人工知能学会の倫理指針

(1) 人類への貢献、(2) 法規制の遵守、(3) 他者のプライバシーの尊重、(4) 公平性、(5) 安全性、 (6) 誠実な振る

舞い、(7) 社会に対する責任、(8) 社会との対話と自己研鑽、(9) 人工知能への倫理遵守の要請

情報哲学、情報倫理 (村上)


